
一般質問通告書 

受領日時 令和５年６月５日 午前９時１５分        ９番 氏名 斎藤 晋  

   質問項目          質問の要旨 

1、町の人口減少につ

いて 

(1) 人口減少率が急激に推移しているが、２０３０年・２０４

０年・２０５０年の人口はどうなる。 

 

(2) 生数が当初見込みより減少してきているが、２０３０年・

２０４０年・２０５０年の出生数見込数は。 

 

(3) ２０３０年・２０４０年・２０５０年の人口ピラミッドは

どうなる。 

2、町の自然環境につ

いて 

(1) 観光の目玉にもなる森山にまで、山ビルが生息するまでに

なったが、町として山ビル対策はあるのか、現実策を示して

いただきたい。 

 

(2) 森林伐採後、植林をしない山が広がっている。今後、町の

森林はどうなる。伐採後、放置すれば２０年で雑木林が再生

されるとの説があるが。 

 

(3) 町の河川について、６月だというのに魚の姿が見えない。

漁協では毎年ヤマメ・イワナの放流をしている。今年は鮎を

６月２日に放流した。「城と川のある町」加賀谷町長がよく

言っていたフレーズであるが、その川が死にかけている。こ

の川をどうするのか・どうしたいのか。また、この状態で漁

協に対する補助金を減らしたのはなぜか。漁協が無くなれば

どうなるか。 

 

(4) 町の河川の魚数や魚種類が減った原因は何か。 

 

3、災害・防災につい

て 

 

(1) 地震・洪水など災害は、想像を超える規模で多発している。

昨年は町内でも洪水で大きな被害が出た。今後、町に被害を

及ぼす災害は何か。その対策は。 

 

(2) 過日、防災訓練に参加したが、参加者が不安に思う箇所が

あった。下記について回答を。 

 イ、避難場所開設のための手順と昼と夜との違いは。 

 ロ、避難訓練では、避難した町民が避難場所のテント設営か



ら食事の準備など、避難所の運営を避難した町民が主とな

り運営すると聞いたが、物のありかもわからない避難民が

リーダーシップを取り避難民をまとめる事が出来るのか。 

 ハ、避難所運営のために避難所のリーダーを務める避難所リ

ーダー育成講座開設が、避難訓練よりも先にあるべきで

は。 

 二、避難所開設のためのマニュアル作りを避難所毎に作るべ

きでは。（物のありかやテント設営のマニュアルなど） 

 ホ、災害の種類により避難所のあり方が違ってくる。避難所

開設の初期リーダーとなりうる町の職員の教育は出来て

いるのか、どのような教育訓練をしているのか、マニュア

ルはあるのか。 

 

(3) 津波は町には来ないとの過去の回答があったが、想定外の

災害が増えている中、海抜４メートルの大川地区などは大丈

夫なのか。 

 

4、花のある町に (1) 雀舘だけでなく、欅通りに草花・花木を植え、春から秋ま

で花が咲いている、素敵な街並みを夢見ているが、出来ない

ものか。 

 

(2) 花いっぱい運動に参加する町内や団体が少なくなってい

るが、この運動を発展させるための方策と取り組みは。 

 


